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内科医が語る歯科医療面接
～患者理解とリコール率アップに繋がるラポール構築法～



内科医が語る歯科医療面接

〜患者理解とリコール率アップにつながるラポール構築技法〜

にしだわたる糖尿病内科 院長 西田亙

医療面接は2005年頃から医学部の講義に採用された、日本では比較的新しい
学問です。このため、40代以上の医師は医療面接の知識がありません。

医療面接が目指すところは、患者との信頼関係(ラポール)の構築にあり、医学的

情報の抽出は副次的なものと捉えます。具体的な内容としては、会話時の目線の
高さ、声の調子、言葉遣い、身だしなみに始まり、質問の進め方、共感の育み、医
学情報聴取のポイント等、多岐にわたります。

私は愛媛大学医学部在職中、医療面接の教育責任者を担当していましたが、医
学生達が最も苦手とするものが「共感」でした。共感とは、相手の感情の裏側に潜
む理由を見つけ出した上で、喜びも悲しみも分かち合い、プロフェッショナルとして
の知識と智慧で支えていくという、臨床家に求められる最高度の技量と言えます。

ラポール構築とは相互理解であり、一方的なものではありません。互いが信頼し
合って初めて生まれるもの、それをいかに育てていくかは、これまで個人の資質と
経験に委ねられていましたが、医療面接という学問は、誰でも修練を重ねれば磨き
上げることが可能であると教えます。

実際、私が開業して最も役に立っているものが、このラポール構築です。医院に
おいても、歯科医院においても、初診で訪れた患者さんに再度受診してもらうこと
は、経営的な最重要課題でしょう。歯科の世界では、リコール率アップをテーマに
様々なセミナーが開催されているようですが、内科医の視点で歯科外来を観察し
ていますと、”医療面接の知識があれば患者も歯科スタッフも、もっと倖せになれる
だろうに”という場面によく出会います。

このセミナーでは、医療面接が初めての方々のために、基礎となる勘所を説明し
た上で、実際にロールプレイングを体験して頂きます。問診者、患者、評価者の三
役を順番に担当していく間に、これまで経験したことがない連帯感が生まれるはず
です。ロールプレイングの終わりに際して、互いを讃え合う拍手が自然に巻き起こ
れば、本セミナーは成功と言えるでしょう。


